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は
じ
め
に

―
―
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
で
ロ
シ
ア・
カ
ス
ピ
海
諸
国
の
石
油
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

一
九
九
一
年
十
二
月
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
現
代
史
の
な
か
で
最
大
級
の
出

来
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ソ
連
邦
時
代
の
石
油
は
、
あ
く
ま
で
ハ
ー
ド
カ
レ
ン
シ
ー
を
獲
得
し
て
必
要
な

西
側
の
資
機
材
を
調
達
し
、
ま
た
ハ
ー
ド
カ
レ
ン
シ
ー
を
も
た
な
い
東
欧
圏
を
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
手
段

で
あ
り
、
世
界
の
石
油
産
業
か
ら
は
一
線
を
画
し
た
領
域
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
崩
壊
か
ら
十
年
以
上
を

経
て
、
ロ
シ
ア
・
カ
ス
ピ
海
諸
国
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
産
業
は
、
貿
易
面
で
も
、
投
資
の
受
け
皿
と
し
て

も
国
際
的
な
存
在
感
を
増
し
て
き
て
い
る
。

ソ
連
邦
崩
壊
の
直
前
の
一
九
八
七
年
に
、
ソ
連
は
合
弁
企
業
法
を
施
行
し
、
国
営
企
業
だ
け
で
な
く
、

私
企
業
に
よ
る
利
益
の
追
求
を
初
め
て
奨
励
し
、
か
つ
外
国
企
業
の
参
入
に
も
道
を
開
い
た
。
ソ
連
邦
か

ら
ロ
シ
ア
へ
と
移
行
す
る
時
期
に
お
い
て
、
外
国
企
業
に
よ
っ
て
最
も
積
極
的
な
投
資
が
な
さ
れ
た
の
は
、

欧
米
に
比
較
し
て
技
術
面
で
遅
れ
が
目
立
っ
て
い
た
石
油
産
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
カ
ス
ピ
海
に
お
い

て
は
沿
岸
諸
国
の
独
立
、
ま
た
ロ
シ
ア
で
は
一
九
九
五
年
の
生
産
物
分
与
（
Ｐ
Ｓ
）
法
な
ど
を
経
て
、
大
規



模
な
石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発
投
資
が
展
開
さ
れ
、
今
日
み
る
よ
う
な
大
き
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

石
油
の
生
産
量
に
お
い
て
は
、
ソ
連
は
一
九
八
七
年
に
ピ
ー
ク
を
打
っ
た
後
、
九
○
年
代
は
ソ
連
邦
崩

壊
に
よ
る
経
済
の
混
乱
で
石
油
生
産
も
低
迷
し
て
い
た
が
、
二
○
○
○
年
以
降
は
石
油
大
国
と
し
て
見
事

な
復
活
を
み
せ
た
。
カ
ス
ピ
海
諸
国
で
も
新
規
の
開
発
が
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
こ
こ
四
年

間
、
毎
年
四
○
万

／
日
か
ら
八
○
万

／
日
と
生
産
量
を
伸
ば
し
て
き
た
。
二
○
○
四
年
に
は
九
一
九

万

／
日
と
な
り
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
次
ぐ
産
油
国
の
地
位
は
ま
す
ま
す
強
固
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
石
油
生
産
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
新
規
需
要
の
伸
び
の
か
な
り
の
部
分
を
ま
か
な

う
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
産
油
国
の
増
産
対
応
が
鈍
い
分
を
補
っ
て
い
る
格
好
だ
。

も
っ
と
も
、
十
九
世
紀
末
に
は
、
ロ
シ
ア
は
世
界
最
大
の
産
油
国
で
あ
り
、
共
産
主
義
時
代
で
も
一
九

七
六
年
以
降
は
世
界
一
の
地
位
に
い
た
。
ソ
連
邦
崩
壊
に
伴
う
混
乱
を
克
服
し
て
、
本
来
の
役
割
に
戻
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ロ
シ
ア
・
カ
ス
ピ
海
地
域
は
今
や
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
産
油
国
に
次
ぐ
影
響
力
を
も
つ
存

在
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
活
動
状
況
と
投
資
の
動
向
は
無
視
し
得
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

本
書
は
、
こ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
を
概
観
し
、
現
在
の
ロ
シ
ア
・
カ
ス
ピ
海
諸
国
の
石
油
・
天
然

ガ
ス
産
業
の
特
徴
と
背
景
を
分
析
し
て
、
今
後
の
投
資
の
指
針
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
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